
古都・京都から核兵器廃絶にむけた世界の人びとへのアピール 

 

日本最初のノーベル賞受賞者・湯川秀樹博士は、人類と核兵器は共存しえないとして、人類

の生存のためには核時代を超えるヴィジョンが必要だと説かれました。 

２０１０年は、兵器としての原爆がヒロシマ・ナガサキに投下されて６５年目になります。

ヒロシマ・ナガサキの悲劇が示すように、核兵器の使用は一瞬にして無数の命を奪い、世代を

超えて人びとを苦しめ、人類の生存を脅かしています。 

今年５月、ニューヨークで核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議が開かれます。人類は、すべ

ての国の安全保障を軍備にたよることなく達成するという大きなヴィジョンへの第一歩とし

て、期限を切った核兵器廃絶条約に合意できるか否かという大きな岐路に立っています。 

私たちは、被爆国民として、恒久平和と戦争の放棄をうたった日本国憲法を持つ国の国民と

して、核兵器の廃絶を強く願っています。 

私たちは湯川博士の遺志を継承し、原爆投下の候補地でもあった日本の古都・京都の地から

世界の各国の指導者、そして地球上のすべての人びとに向け、核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討

会議において、期限を切った核兵器廃絶条約の合意が達成されることを心から訴えます。 
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